
『にんじんの適正施肥量の検討及び土壌条件に基づいた適切なかん水管理技術の確立』

【全体概要】

生産体制・技術確立支援
取組概要
（ R4 ）

新品種・新技術等の概要 実施体制図

＝富山県＝

広域普及指導センター
（革新支援専門員）
・事業実施運営管理、助言指導

主な取組内容 実績と今後の展開

（１）土壌条件（土壌水分率）に基づいたかん水による株立安定化の実証
・水分センサを利用した土壌条件の見える化とそれに応じたかん水管理

（２）土壌肥沃度に応じた適正施肥及び品種比較による安定生産
・可給態窒素分析の実施とそれに応じた適正施肥の検討
・高温耐性品種の品質・収量の検討（品種：「翔馬」、「アヤジェンヌ16」）

【検討会】
・現地実証ほ設置・現地・成績検討会の開催（５、８、１月）

【技術の現地検証】
・土壌条件（土壌水分）に基づいたかん水の実証（４か所）
・高温障害耐性２品種の実証（２か所）

【栽培・技術マニュアルの作成】
・令和４年度の実証結果に基づき、にんじんの株立率向上に向けたかん水

技術等を記載した「夏まきにんじん栽培マニュアル（品質・収量向上対
策）」を策定

本県におけるにんじんのは種時期は、７～８月の高温・乾燥条件下に当たることから、株立が不安定となりやすく、は種以降の初期生育の確保が課題となっている。

そこで、株立率向上を図るため、水分センサを活用し、土壌条件や地温に基づいたかん水管理技術を確立し、収量の安定化を図る。あわせて、高温障害に強い品種
の選定を行い、品質向上を図る。

【実績】
・可給態窒素分析に基づく適正施肥や水分センサを活用した
かん水技術等を記載した「夏まきにんじん栽培マニュアル
（品質・収量向上対策）」を策定し、研修会等で農業者に
配布（約100部）した。

・高温障害に強い有望な２品種を選定した。
【今後の展開】

・水分センサの設置方法や測定値の活用について、研修会
等で紹介し、普及拡大を図る。

・選定した2品種のうち、「アヤジェンヌ１６」の普及拡大を図る。

農林振興センター
・実証ほの運営管理
・生育・収量・品質等調査及び解析

県関係課
・生産振興方針への反映

試験研究機関
・現地実証に係る助言

協力農家
・実証ほ栽培管理
・収量・品質等の
データ管理

実需者（市場、流通業者、
小売店等）
・出荷物に対する評価、助言
・野菜の需要動向等の
情報提供

実証品種技術の助言

連携・調整

連携・調整

種苗会社
・品種に係る
情報提供

協力関係・情報共有協力関係・情報共有

連携・調整

水分センサ（FT Jr）の設置
（設置位置：地表から２cm下）

かん水期間における土壌水分率、地温及び降水量の推移（実証区A）
※矢印はかん水を実施した日時、数字は１回当たりのかん水時間を表す。

産地・JA
・生産拡大等
の検討

連携・
情報共有

情報共有
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、
地
温
（
℃
）

降水量 土壌体積含水率 地温

60分 各60分 各40分 40分 各40分 30分 30分 30分
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